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第11回UBL JPLSC会議議事録（2005年5月）

日時：2005年5月25日（水）13:30～16:00

場所：富士電機グループ）第5応接室

出席者（敬称略）：

· プロセス経営研究所）川内

· 富士電機情報サービス）斉藤

配布資料：

1 OASIS UBL TC中国・杭州会議参加報告

2 Opening Plenary Overview (Jon Bosak)

3 UBL JPLSC Report

4 Japanese needs for additional business documents to UBL

5 Deployment Strategies for UBL in Japan 

6 Case Studies of UBL Deployment

7 Analysis of UBL Reusable Spreadsheet V1.0 and Restructuring of the Spreadsheet

8 Analysis table of UBL Reusable V1.0 and Classification to V1.1

9 第3回フェースツーフェース会合のお知らせ（OASIS PPS TC）

10 PPS (Production Planning and Scheduling) Part 1: Core Elements

11 PPS (Production Planning and Scheduling) Part 2: Transaction Messages

以下の議事録の担当の敬称は省略しています。

1． UBL TC Hangzhou Meeting参加報告（斉藤）

資料①～⑥により報告があった。

2． UBL スプレッドシート（Business Documents, Reusable）の再構築

· UBL TC Hangzhou Meetingの決定事項に準拠して資料⑦，⑧を作成して，UBL TCへ配信した。（斉藤）

· この再構築が採用されるかどうかは，現状では不透明である。

3． OASIS PPS TCの活動紹介（川内）

· OASIS PPS TC（Chairは西岡先生）は，日本語ベースのドラフト（資料⑩，⑪）を作成した。

· 本日（5月25日）に第3回フェースツーフェース会合を開催して，日本語ベースのドラフトを審議している。

· PPS仕様は，製造業における企業内のシステム標準である。PPS TCとしては，企業間の仕組みは開発しない。企業間取引の仕組みとしては，他の標準の利用を考えており，それとの接続方法を考えている

· 企業間取引の仕組みとしてUBLに興味を持っている。UBL TC JPLSCに参加の意向もある。

4． 今後の展開について

· UBLの適用展開の活動が必要である。

· 業界間商取引での活用，国際商取引での活用などの検討・推進が必要である。

· 具体的な活動の場としては，EC推進機関として認知されており活動母体の大きなECOMのWGなどの場を利用して，継続的な議論が必要である。共通XML/EDI実用化推進協議会では，関係企業と連携して，ECOM活動テーマ「実用EDIフレームワークの研究・普及推進」を提案予定である。この活動テーマではUBLの適用検討も掲げている。

· UBL TC LSCの枠外でも，中国・韓国との国際取引でのUBL活用の研究・推進の可能性がある。例：東アジアERP研究フォーラムにおけるUBL適用。2005年1月に開催されたアジアERPソフトウェア産業の発展に関するフォーラムでは，中国がUBL利用に興味を示していた。

5． 今後の計画

(1) UBL TC参加

· 川内様は，一時的にOASISから脱退となった。

· 現在，再登録を進めており，5月中にはOASIS及びUBL TCに登録できると思われる。

(2) 次回のJPLSC会議

· 約2ヵ月後に開催としたい。

· 開催日は別途調整する。
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